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内容が伝わりやすくするよう心がけさせた。
また、模造紙の作成と同時に、より広く調査
結果を周知させるために、内容を簡潔に示し
た発表要旨を作成し、発表会当日に参会者に
配布し、発表を行うこととした。図5には発
表要旨を作成する際に配布した発表要旨作成
マニュアルを示す。
（₆）発表に評価をつける
　発表に対して、単に聞いているだけではな
く、より集中力を持って聞き、発表内容が理
解できるように、発表要旨を作成させるとと
もに発表に対しての相互評価を行うこととし
た。図６には評価表を示している。評価項目
は「発表時の態度や声の大きさ」、「説明がよ
くわかった」、「発表内容から感じる今までの
努力の様子」、「発表要旨のできばえ」、「総合評
（₄）各回の見通しと成果を明確にする
　計画を立てても、学習が進むにつれて軌道
修正を余儀なくされる場合がある。そこで、
計画表に加え、各回の調査の見通しを持たせ、
得られた成果をしっかりと記録させることと
した（図４）。その結果、各回の調査が行き
当たりの活動とならず、また、各回の授業毎
に作成した記録が、最終的な調査結果のまと
めの際に大きく役立つこととなった。
（₅）結果の整理をする
　調査結果が得られ、その整理に当たっては
いきなり模造紙に書きはじめるのではなく、
A4紙に完成のイメージを書かせ、それを拡
大修正する形で模造紙に書いていった。その
際には、色の使い方や折り紙、色画用紙など
を用いて工夫し、第三者が見ても見やすく、
	 図₃	 図₄
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総合演習発表要旨
図₅
（発表題目）
自分たちのテーマを書く。
（発表者氏名）
先頭に代表者。あとは並べて書く。必ず氏名でかくこと。
（発表要旨）
１．目的
　ここでは、今回テーマのような研究を行おうと思った理由、やることの目的を書きます。また、
やることによって、どのような役に立つかを述べます。この項目の行数は、グループによって異
なるので任せます。
２．研究の方法
　ここでは、自分たちの研究をどのようにやったかを書きます。どこでやったのか。何をやった
のか。どのようなものを用いてやったのか。どのくらいやったのか。等といったことを工夫して
書きます。研究方法の行数も、グループにより異なるので任せます。
３．結果
　現在までにわかったことをまとめ、そこからどんなことが言えるのか、あるいは、こんなこと
がわかったなど、データを図や表にまとめて示しながら、書いていきます。この部分は、要旨の
中心となるので、ボリュームたっぷりと書いてください。なお、結果の行数も、グループで異な
るので任せます。
４．まとめ・考察
　３で言ったことをもう一度述べながら、今までのまとめを書き、そこからこの研究がどのよう
２ページ目に「まとめ・考察」の文章が入ってもかまいませんなことに役立つかなどといった応
用の可能性について書くとよい。
　写真や表、グラフなどを２ページ目に載せ、まんべんなく書くようにしてください。発表をし
ますが、この要旨を見ただけでもよくわかるくらいのものにしてください。
※行数は任せますが、上の方に少し書いて終わることがないようにしてください。この中で、
詳しくまとめて書いてください。字の大きさについては、小さくなりすぎず、大きくなるす
ぎず、丁寧に書くようにしてください。他の人達が目にするので、気をつけてください｡
※この要旨を印刷したものをみんなに配って発表を行います。提出は班で１枚になります。
※字が雑でよくわからない場合、書き直してもらうことになるので、細心の注意を払って書く
ようにしてください。
※当日（７／ 14）の発表は各班10～15分くらいを発表時間とします。各班の発表に対して、
必ず１人１回は質問すること。
※この用紙の提出は、発表の１週前（７／８）とします。
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価」であり、その他「よかった点、アドバイ
ス、気がついたこと」については自由記述と
した。聞く側の学生は集中して聞き、評価表
についてもしっかりと記述することができて
いたように思う。
＜実践例その₂＞
（₁）	探究する手法に重点をおいた「総合演
習」の授業実践
　何を探究するかということと同時に、どの
ように探究するかということも、課題解決能
力の向上を図る上で大事なポイントとなる。
ここでは探究する手法に重点をおいた「総合
演習」の授業実践について述べる。授業は10
名の学生を対象にして、「日本における教育の
課題」をテーマとして行われた。授業の大ま
かな流れは、「課題選択」→「課題探究（実態
把握・問題点の分析・対策の検討）」→「プ
レゼン」である。時間的な制約から、残念な
がら指導案の作成や模擬授業まではできな
かった。学生が自らの興味関心にもとづいて
選んだのは、「児童虐待」「ひきこもり」「いじ
め」の３つの課題であった。課題探究は、そ
れぞれの課題を担当するグループに分かれて
進められた。授業では探究するときの手法を
意識化できるように心掛けた。手法を意識化
する場面は次の通りである。
「課題選択」の場面から
①　まず「日本における教育の課題」として
思い当たるものを1人10個ずつ挙げさせた。
それらをどのように分類するか、学生達は
討議の結果、「学校」と「家庭」という上位
概念のもとに図7のように分類した。カッ
コ内の数字はその課題を挙げた人数である。
　　このように分類した図をかくことによっ
て、この授業をとっている10人の学生集団
の関心がどのようなところにあるのかを知
ることができる。分類の仕方に関しては、
上位概念を「子ども」「教師」「親」とする
案も討議の過程で出されていた。分類する
観点の違いによって様々な上位概念が考え
られる。例えば図7のように「学校」「家庭」
という「場所」で分類するか、あるいは討
議の過程で出たように「子ども」「教師」「親」
という「人」で分類するかなどの違いによっ
て、作成される図も異なってくる。つまり
挙げられた課題の関連付けの有り様も変
わってくるわけである。このことから、あ
る課題と関連した別の課題を探すときには、
上位概念を変更して考えるという手法が有
効であることが押さえられ、アプローチの
仕方の多様性を知ることができる。
②　続いて学生に個々の興味関心に沿って課
題を選択させた。その結果、「児童虐待」（３
人）、「ひきこもり」（３人）、「いじめ」（４人）
を選択した３グループができた。ここでは
学生が主体的に自らの課題を選択している
ということが大事なポイントである。主体
的な選択がその後の積極的な探究活動へと
つながる。
　　例えば「いじめ」を選択したグループは
途中で「何でこんな難しい課題を選んでし
まったのだろう」とぼやきながらも、自ら
選んだ課題であるが故に積極的に取り組も
うとする姿勢がうかがえた。
「課題探究（実態把握・問題点の分析・対策
の検討）」の場面から
①　ここではまず課題となる文言の定義を確
認させ、探究対象に対する共通理解を図る
ようにした。言葉の定義に対する共通理解
が損なわれると、議論が噛み合わず建設的
な討論ができないということを押さえた。
②　もし初めから課題に対する具体的な問題
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「総合演習」発表会評価表
図₆
図₇
班員名 発表テーマ
???????????????????????? ??
よかった点
アドバイス
気がついたこと
４名
スウェーデンの食育＆文化＆教育
???????????????????
４名
なぜ虐待をするのか
　～虐待の背景にせまる～
???????????????????
３名
いじめ問題
???????????????????
?? ??
??????? ????????
?????????? ?????
????????????
???????? ?????
?????? ???????
???????? ?????
???????? ???????
?????? ?? ????
??????????
????????
?????
??????????
?????????
??????????
??????
???????
???????
???????
???????
??????????
???
???????
????
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意識を持っているならば、そこに照準を定
めた調査・分析を行えばよい。しかし今回
の場合は、課題に対する漠然とした問題意
識が学生達の出発点であった。そこでまず
実態を調査するところからはじめた。この
ときの手法として、いくつかの具体的な事
例に着目し、それをぐっと掘り下げて調べ
ることにより、その課題自体に潜む問題点
の核心に迫っていくという手法を押さえた。
特殊な事例を深めることによって普遍的な
何ものかをつかみ取るという帰納的な手法
である。
　　例えば「児童虐待」を選んだグループは
2つの事例を細かく調べ追跡することに
よって課題の核心に迫ろうとしていた。
③　「児童虐待」「ひきこもり」「いじめ」等
の課題における現状の調査から得る実態把
握は、それだけでも大変重たい内容となる。
そこでこの実態把握の時点で一定の達成感
や満足感を得てしまい、その後の「プレゼ
ン」ではともするとただ調べたことをその
まま紹介するという域にとどまりかねない
ことが懸念される。しかし探究した内容を
もとに指導案を作成し、それを教育の現場
で活かすことまで見据えると、課題をさら
にもう一歩深いところで捉えさせる必要が
ある。そこでここでは課題の持つ問題点に
対する解決や改善に目を向けさせ、学生が
自分達なりの対策案を検討するという視点
を組み込むようにした。対策案を検討する
際には、どういう立場で課題にかかわろう
としているかという点を意識させ、学生自
身が課題を自分自身の問題として深く考察
することができるように工夫した。特に授
業では、この対策案を検討することに十分
な時間がとれるように配慮した。
　　例えば「児童虐待」を選んだグループで
は常に「保育士という立場」でかかわろう
という姿勢を明確にしていた。また「いじ
め」を選んだグループでは「若い自分達だ
からこそ見えるものを活かそうとする視
点」を確立していた。（後述の【レポート
からの抜粋１】【レポートからの抜粋４】
参照。）
④　課題の問題点を分析する際には、まずそ
の問題点に対する自分なりの考えを持つよ
うに心掛けさせ、それを対峙させながら文
献等の見解を確認していくように促した。
自分の考えを文献等の見解と対比させるこ
とによって、他人の意見を無批判に受け入
れることを防ぎ、ものごとに対する深い理
解につなげることができる。そのことを意
識化することが大事なポイントになる。（後
述の【レポートからの抜粋２】参照。）
「プレゼンテーション」の場面から
①　今回はパワーポイントを使って発表する
ことにした。時間的な制約からパソコンで
の入力は行わず、発表する内容を紙に書き、
それをスキャナーで読み込み、パワーポイ
ントのスライド画面に貼り付けてプロジェ
クターで映し出すという手法を用いた。今
回はパソコンを用いてのプレゼンであった
が、例えばパワーポイントのファイルを
JPG形式に変換してデジカメに保存すれば、
デジカメをプロジェクターにつなぐだけで
プレゼンができる。こうした用法を知しら
せておくことも有益である。
②　各グループによるプレゼンの後には全体
での討論の時間を十分に保障した。質疑応
答も含めて学生同士の討論を深めることで
プレゼンをより充実したものにできること
を知らせた。またそれぞれのプレゼンに対
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する学生達による評価も行った。相手の良
い点悪い点を客観的に評価できる能力の育
成も大切であることを伝えた。その後、各
グループごとに活動した内容をまとめさせ
た。（後述の【レポートからの抜粋３】参照。）
（₂）学生の反応
　春期授業の最後に「総合演習（春期）にお
ける学習活動を通して学んだこと」という
テーマでレポートを課した。以下はそのレ
ポートからの抜粋である。手法を意識化した
指導に対する一定の効果がうかがえる。
【レポートからの抜粋₁】（「児童虐待」を選
択したグループの学生）
【レポートからの抜粋₂】（「ひきこもり」を
選択したグループの学生）
【レポートからの抜粋₃】（「ひきこもり」を
選択したグループの学生）
【レポートからの抜粋₄】（「いじめ」を選択
したグループの学生）
私は今回、この虐待というテーマで色々深
く調べてみたけれど、すごく深刻な問題の
一つだと思ったし、自分が保育者になった
という立場で考えてみると、もっと深く
色々なことを知っていかなければいけな
いと感じました。実際に虐待を受けている
子どもと出会ったら、とか保護者から育児
の相談を受けたら、などと考えてみると、
すごく身近な問題に感じたので、もっと具
体的に対処法やサポートしていくような
ことを考えていかないと、全然駄目だと思
いました。もっと色々な知識を身につけて
おくべきです。自分が保育士になったとし
て、一度は経験するかもしれないので他人
事のように考えてはいけないと実感しま
した。
ひきこもりに対する最初のイメージは、
「いじめられていた」「オタク」「ねくら」
などであった。しかし調べていくうちに、
「精神疾患の可能性がある」「オタクは1割
程度である」ということがわかってきた。
今まで持っていたイメージとは異なるひ
きこもり像が垣間見えた。
私は今回の活動を通して「ものの見方」に
ついて知ることができたのではないかと
思う。厚労省などの偉い人達や大人の考え
るいじめと、今実際に起こっているいじめ
との間には、少なからずズレがあり、私達
授業を通してひきこもりを調べ、ひきこも
りの知識を得た。しかし、総合演習で学ん
だものはそれだけではない。総合演習で学
んだものは、調べるにあたっての視点、発
表の手法である。これは、知識ではなく経
験であり、最も大きい成果である。また、
発表を行うにあたり、発表は発表者だけで
なく聞いている方も参加していくことで、
発表そのものの質が上がり有意義な時間
になる。自分が疑問に思ったこと、気に
なった点を質問することで、発表者がどれ
だけ理解しているかがわかり、自分の理解
度も上がる。経験はどんな知識にも勝る。
大学生活の中でこういった授業があるの
は有意義であると思った。
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（₃）実践例その2のまとめ
　学生のレポート（【レポートからの抜粋３】）
にも見られるように、小中高を通してこうし
た探究する手法自体を意識化することに、こ
れまであまり重点が置かれて来なかったとい
える。そうした経緯からも、「総合演習」の授
業において探究の手法を指導内容に組み込む
ことに意義があると捉えている。今回はでき
なかったが、指導案の作成や模擬授業におい
ても、こうした手法を指導内容に組み込むと
いう観点が学生の側に培われていれば、さら
に質の高い実践的指導力の向上が望めるであ
ろうと思われる。
Ⅳ　おわりに
　本稿では「総合演習」という科目のねらい
等を概観し、その授業のあり方に対する実践
的な模索を試みた。課題発見にかかわる方法
として、ＫＪ法を実践例を通して確認した。
本学における授業の「実践例その１」では、
課題解決能力向上へ向けた工夫として、「調査
報告書」「次回学習計画書」「発表要旨作成マ
ニュアル」「発表会評価表」等の活用を示した。
また「実践例その２」の探究する手法に重点
をおいた授業実践では，そうした手法の意識
化が重要であることを示した。
　今後は、ここで示した工夫や手法の意識化
を指導案の作成や模擬授業の中にどのように
活用させていくかを課題として、「総合演習」
の実践的研究を進めていきたいと考えている。
　（なお、本研究は平成21年度共同研究費助
成による研究課題「総合演習のあり様の探究」
の一環である。）
［注］
（１） 日本教職員組合『教育評論』編集委員会（『教
育評論　通巻60号５』所収）p.35
（２） 同上書　p.35
は現状の真っただ中にいる。だから当然、
見え方も違うのである。私達から見える部
分、見えない部分があり、大人たちからも
見える部分、見えない部分がある。世代が
違うと、ものの考え方が違ってくるのだと
いうことを改めて思った。だからその違い
を活かして、私達がオリジナルに、いじめ
問題の課題に対する考えを見出そうとし
たのだが、はっきりと明確に表すことがで
きなかったように思える。終わってみる
と、もっと時間を有効的に使って、きちん
と進めていって、しっかりと発表したかっ
たという気持ちが大きい。
